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水道の施設楽しく学んだよ！　天間林小学校４年生　38名 　 
　６月17日、天間林小学校（二本柳 淑実 校長）の４年生が社会科授業の一環として、天間林第一浄水場
と天間林浄化センターの見学に訪れました。浄水場では、上下水道課の職員から施設概要や、浄水場の
水が飲料水としてきれいになっていく仕組みの説明を聞き、行程に沿って浄水設備や消毒設備などの見
学をしました。児童は、「きれいな水ができる時間は」、「１日に作ることのできる水の量は」、「水を大切
にするために自分たちができることは」など、積極的な質問をしていました。 



令和４年８月１日 　第�69�号　⑵議 会 だ よ り  

主
な
審
議
内
容 

主
な
審
議
内
容 

 

○
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

　
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

　
す
る
条
例
の
改
正 

　
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
法
律
及
び
租
税

　
特
別
措
置
法
施
行
令
等
の

　
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

　
公
布
に
伴
い
、
所
要
の
改

　
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
改
正 

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

　
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者

　
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険

　
税
の
減
免
を
遡
っ
て
行
う

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
所

　
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

　
す
。　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
介
護
保
険
条
例
の
改
正 

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

　
入
が
減
少
し
た
こ
と
等
に

　
よ
る
影
響
を
受
け
た
第
１

　
号
被
保
険
者
に
対
し
、
令

　
和
４
年
度
に
お
け
る
保
険

　
料
の
減
免
の
特
例
が
受
け

　
ら
れ
る
よ
う
、
所
要
の
改

　
正
を
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結 

　
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

　
　
Ｃ
Ｄ
ー
　
型
購
入
）

　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

　
購
入
契
約
の
た
め
、
議
会

　
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

　
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

 

       

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結 

　
（
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
交
換
購 

　
　
入
） 

　
　
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
︵
７
ト

　
ン
級
︶
交
換
購
入
契
約
の

　
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

　
め
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
４
年
度
補
正
予
算 

　
　
　
　
（
次
項
表
参
照
）

　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係
る

　
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

　
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
町
税
条
例
等
の
改
正

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
町
地
方
活
力
向
上
地
域
に

　
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特

　
例
措
置
に
関
す
る
条
例
の

　
改
正

☆
全
会
一
致
で
承
認

《
令
和
３
年
度
予
算
関
係
》

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
18
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
　
︵
第
５
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
５
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算

　
　
︵
第
５
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
七
戸
霊
園
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
　
︵
第
５
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
５
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
５
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
６
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

《
令
和
４
年
度
予
算
関
係
》

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
１
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
１
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

○
令
和
３
年
度
七
戸
町
一
般

　
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

　
算
書
の
報
告 

　
　
令
和
３
年
度
予
算
の
う

　
ち
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越

　
し
た
も
の
︵
８
事
業
︶
に
つ

　
い
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

☆
報
　
　
告

○
令
和
３
年
度
七
戸
町
一
般

　
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計

　
算
書
の
報
告 

　
　
令
和
３
年
度
予
算
の
う

　
ち
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越

　
し
た
も
の
︵
３
事
業
︶
に
つ

　
い
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

☆
報
　
　
告

　
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
１
日
に
開
会
し
、
白
石
洋
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の

と
お
り
、
会
期
を
７
日
ま
で
の
７
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
１
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
２
日
は
一
般
質
問
（
５
人
）、
最
終
日
の
７
日
は
議

案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

定例会・臨時会での主な感染症対策 
・会議室入出時の手指消毒、マスク着用 

・ドアや窓を開放しての会議室の換気 

・傍聴者に感染症対策への協力を要請 

・風邪症状がある場合の会議出席自粛 

※但し、議長が許可する場合は、この限りではありません。

６
月
　 

定
例
会 

６
月
　

６
月
　 

定
例
会

定
例
会 

６
月
　 

定
例
会 

議

案

 

議

案

議

案

 

議

案

 

報

告
 

報

告

報

告
 

報

告
 



⑶　第�69�号 令和４年８月１日 議 会 だ よ り  

ことばのヒント！ 

特別委員会って？？  
 
 

ことばのヒント！ 

特別委員会って？？  
 

学生：「特別委員会」は「常任委員

　　　会」とどう違うのですか？

先生：常任委員会は、条例で設置が

　　　決められているが、特別委員

　　　会は、必要に応じて町議会の

　　　議決で設置を決めているもの

　　　で、町政の特に重要な事項を

　　　審査などするために特別委員

　　　会があるのです。

学生：なるほど。七戸町には特別委

　　　員会はあるのですか？

先生：もちろん、４つの特別委員会

　　　があります。

　　　・道路整備促進特別委員会

　　　・議会改革特別委員会

　　　・議会広報編集特別委員会

　　　・荒熊内地区開発事業対策特

　　　　別委員会

学生：４つもあるのですね。具体的

　　　な審査や検討内容ってどうな

　　　っているのですか？

先生：特別委員会は、設置するとき

　　　に決められた審査・検討事項

　　　をじっくりと審査・検討して

　　　いきます。特別委員会にも、

　　　常任委員会と同様に、検討事

　　　項に該当する担当課長が出席

　　　するので、自由・活発な議論

　　　が展開されます。

学生：議論だけで終わりになってし

　　　まうのでは？

先生：いいえ、そんなことはないで

　　　す。特別委員会でまとめられ

　　　た意見などは、議会を経て、

　　　「提言」として、町長に提出

　　　され、町政の施策や運営にし

　　　っかり反映されています。

学生：Good�jobですね！

   

○
付
託
案
件
の
審
査
結
果

　
﹁
議
員
定
数
削
減
に
つ
い

　
て
、
３
月
定
例
会
ま
で
を

　
期
限
と
し
て
、
議
会
改
革

　
特
別
委
員
会
付
託
の
上
、

　
審
査
さ
れ
た
い
﹂
件
に
つ

　
い
て
は
、
９
月
定
例
会
ま

　
で
を
期
限
と
し
て
継
続
審

　
査
と
す
る
。

   

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事
（
第

　
　
１
工
区
）
） 

　
　
蛇
坂
団
地
建
築
工
事
︵
第

　
１
工
区
︶
契
約
の
た
め
、

　
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

　
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
蛇
坂
団
地
建
築
工
事
（
第

　
　
２
工
区
）
） 

　
　
蛇
坂
団
地
建
築
工
事
︵
第

　
２
工
区
︶
契
約
の
た
め
、

　
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

　
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
７
５
５
万
６
０
０
０
円

　
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１

　
９
億
４
３
９
４
万
３
０
０

　
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

　

「教えて！ にんに君」コーナー 
  

Vol.７「読む！町議会」  
　皆さんが会議の様子を知るために、直接傍聴（本会議や特別
委員会等）するほか、「会議録の閲覧」もできることは御存じですか？
　会議録は作るのに少し時間がかかるので、傍聴などのようにリアルタイムで情報
を得ることはできませんが、「過去にこれは、どのように決定したのかな？」とい
うことなどを調べるには便利です。
　閲覧は、議会事務局はもちろんですが、公民館や図書館など、どなたでもできま
す。また、インターネットでも閲覧できます。（七戸町のホームページから）

URL　http://www.town.shichinohe.lg.jp/gyosei/gikai/gikai/ 
　皆さんのスタイルに合った方法で、見て、聞いて、読んで、七戸町議会を少しで
も身近なものに感じていただけたらうれしいです。

皆さん、こんにちは。議会についての？をにんに君が 
毎回わかりやすく解説していきます。 
 

閲覧できる場所は 
・中央公民館や中央図書館 
・議会事務局 
 
また、町のホームページで 
も、過去15年分の議事録が 
閲覧できるよ。 

一般会計補正予算（歳入の主なもの） 
　・国庫支出金 
　　　1,632万3千円（新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金） 
　　　1,520万0千円（住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業費補助金） 
　　　1,634万6千円（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金）  
一般会計補正予算（歳出の主なもの） 
　・新型コロナウイルス感染症対策費 
　　　2,028万5千円（ワクチン接種業務委託料） 
　　　  720万0千円（住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金） 
　・農業振興費 
　　　  300万0千円（新規就農者育成総合対策事業費補助金（経営開始資金）） 
　　　  375万0千円（新規就農者育成総合対策事業費補助金（経営発展支援事業）） 

特
別
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告 

追
加
議
案

追
加
議
案 

特
別
委
員
会
報
告 

追
加
議
案 

特
別
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告 
特
別
委
員
会
報
告 

追
加
議
案 

予算総額 

119億3,638万7千円 

18億1,681万8千円 

4億3,392万6千円 

27億4,414万3千円 

5億0,130万9千円 

8,035万1千円 

3億5,940万4千円 

3億1,006万8千円 

 

 

補 正 額 

1億0,883万9千円 

▲252万6千円 

591万7千円 

426万3千円 

　　　 245万3千円 

410万0千円 

30万6千円 

294万9千円 

 

 

 

国 民 健 康 保 険  

後 期 高 齢 者 医 療  

介 護 保 険  

公 共 下 水 道 事 業  

農 業 集 落 排 水 事 業  

水道事業会計 

区 分  

一 般 会 計  

 

特 

別 

会 

計 

令和４年度　６月補正予算 

収益的収入 

収益的支出 

議会事務局 
QRコード 



令和４年８月１日 　第�69�号　⑷議 会 だ よ り  

6月にオープンしたコワーキングスペース（大池地区） 

           

質
問
者
　
佐
々
木
寿
夫 

議
員 

　
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
作
る
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
考

え
は
な
い
か
。 

答
　
弁

　
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
、

空
き
家
を
利
用
し
て
設
置
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
物
件
の
調

査
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
、
活

動
中
で
あ
り
ま
す
。
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
、
今

年
６
月
に
﹁
七
戸
町
空
き
公
共

施
設
等
利
活
用
促
進
条
例
﹂
を

制
定
し
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

も
い
っ
と
き
ほ
ど
、
拡
大
傾
向

で
は
な
く
、
む
し
ろ
減
少
傾
向

に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
や

は
り
顔
を
合
わ
せ
て
仕
事
を
す

る
こ
と
が
効
率
化
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
辺
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く
把
握

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

進 

捗 

状 

況
（
企
画
調
整
課
） 

　
令
和
４
年
５
月
現
在
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
１
名
が
、
大

池
地
区
の
民
間
住
宅
を
借
用
し
、

宿
泊
し
な
が
ら
の
利
用
に
も
対

応
で
き
る
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
運
営
に
向
け
た
施
設

改
装
等
を
進
め
て
お
り
、
本
年

６
月
に
供
用
を
開
始
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
の
機
能
に
加
え
、
利

用
者
同
士
の
交
流
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
が
し
や
す
い
空
間

と
な
っ
て
お
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
適
し

た
施
設
で
あ
る
た
め
、
本
施
設

を
活
用
し
た
町
内
外
の
方
の
交

流
促
進
に
よ
る
活
性
化
が
期
待 

           

さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
空
き
公
共
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
町
の
今
後

の
活
用
方
針
を
見
据
え
な
が
ら
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

の
利
活
用
も
含
め
、
随
時
募
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

質
問
者
　
二
ツ
森
英
樹 

議
員 

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
決
定

し
た
二
ツ
森
貝
塚
で
す
が
、
公

園
も
整
備
さ
れ
、
二
ツ
森
貝
塚

館
も
開
館
し
、
た
く
さ
ん
の
方

が
来
訪
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
冬
に
な
り
、
来
訪
者
は
減
少

す
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
遺
産

二
ツ
森
貝
塚
を
も
っ
と
宣
伝
す

る
た
め
、
冬
に
し
か
で
き
な
い

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
考
え
は
。 

答
　
弁

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
大

規
模
な
も
の
は
ま
だ
実
施
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
来
館
者
に
再
訪

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
二

ツ
森
貝
塚
館
で
の
体
験
講
座
の

開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
二
ツ
森
貝
塚
館
開
館
後
、

初
め
て
の
冬
と
い
う
こ
と
で
、

来
訪
者
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

現
時
点
で
は
、
冬
限
定
の
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
規
模

で
実
施
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
な

の
か
検
討
し
ま
す
。

進 

捗 

状 

況 

（
世
界
遺
産
対
策
室
） 

　
冬
に
し
か
で
き
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
含
め
、
検
討
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
は
、
二

ツ
森
貝
塚
館
を
拠
点
と
し
て
「
館

内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
月
１

回
程
度
と
、
「
二
ツ
森
貝
塚
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
秋
ご
ろ
に

開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

  

追跡 
町政に生かされているか！ 
　一般質問、その後･･･ 
 

町政に生かされているか！ 
　一般質問、その後･･･ 
 

町政に生かされているか！ 
　一般質問、その後･･･ 
 

議
員
主
導
に
よ
る
政
策
論
議
の
効
果
は
！ 

 

　
一
般
質
問
は
、
議
員
主
導
に
よ
る
政
策
論
議
で
す
。
今
回
は
、
令
和
３
年
（
12
月
）
第

４
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、「
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
た
事
項
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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質　問　者 

佐々木　寿　夫

議員

岡　村　茂　雄

議員

主な質問項目 

◎新型コロナウイルス感染症について 
・町の感染者数は。

・休校措置の影響や対策は。

・ワクチンの３回目接種者数は。

・これからの感染対策をどのように推進するか。

◎野菜生産力向上対策事業について 
・この事業の取り組みの成果は上がってきているか。

・今後の課題は。

・七戸産野菜の販路拡大にどのように取り組むか。

・野菜の安定的な供給にどう取り組むか。

◎成年後見人制度利用支援事業について 
・町の利用者と対象者数は。

・成年後見人を養成、支援する研修等を実施する考えは。

 
 
◎定住対策について 
・生まれる子供より転出超過数が多いが、若い世代の減少が加速しているのでは。

・若い世代が流出する要因として、求職と求人のミスマッチなどがあるのでは。

・地元産業の育成について、どのような対策を考えているか。

・官民協働による総合戦略を構築する考えは。

ページ 

７

８

住みよいまちづくりのために 
 

町政のここが聞きたい 
 

 

 

 

 

 

　 

 

住みよいまちづくりのために 
 

町政のここが聞きたい 
 

 

 

 

 

 

　 

　６月定例会では、５人の議員から37件の一般質問がおこなわれ、新型コロナウイル

ス感染症や定住対策などについて、活発な議論が展開されました。 

 

　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であり、年４回の定例会で

行われます。 

　質問する議員も受ける執行機関も、ともに十分な準備が必要であるため通告制※が採用さ

れています。 

　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況及び将来の方針等について所信をただし、

事実関係を明らかにすることにより、現行の政策の確認、変更、是正、あるいは新規の政

策を採用させる目的と効果があります。 

※通告制とは、発言等をする場合、あらかじめ議長に対し発言要旨などを記載した文書を提出することです。 

 

一 般 質 問 
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城南小学校での授業見学 

質　問　者 

向中野　幸　八
議員

山　本　泰　二
議員

哘　　　清　悦
議員

主な質問項目 

◎公共バス運行事業について 
・令和元年から３年までの、コミュニティバス及びシャトルバスの利用者数は。
・コミュニティバス及びシャトルバスの運行について、利用者に対し、細やかに
　配慮された停留所の設置をする考えは。
・運行ダイヤに関し、利用者や地域住民から意見を聞くための懇談会が行われた
　ことがあったか。また、アンケート等で意見を聞き、要望等の検討や対策を講
　じる考えは。
・町民の足として、とても重要なバス運営事業であるが、年間の運行経費は。
・バス運行事業の充実は、高齢者の免許返納につながり、安心して不自由なく生
　活でき、交通事故等の減少にもつながる。町独自の安心安全な環境に取り組む
　考えは。
・利用者の利便性を図り、既存の運行業務を維持・管理しながら、一部のコース
　をテスト的に専門のノウハウを持った業者に委託する考えは。
・事業継続には改善が必要であり、また運営経費がかかる。転換の検討時期だと
　思うが、どのような施策を講じる考えか。

◎町営住宅の管理について 
・令和４年４月末現在、町で管理している住宅の軒数と入居数は。
・町は災害、緊急時等に備え、利用する住居のみを管理し、ほかの住宅に関しては、
　不動産関係の業者を指定し、管理権限を代行させ、入居から転居までの業務を
　指定管理者制度とする考えは。
 
 
◎町有施設の安全管理について 
・東八甲田家族旅行村、森林公園等、屋外の施設利用者はどのように把握してい
　るか。
・施設の安全上の問題点、危険個所を把握しているか。
・非常時における連絡、通報、避難手段は確立されているか。
・施設利用者には、申し込みの上、規約を遵守させる必要があるが、その考えは。

◎七戸町の関係人口について 
・関係人口に関する管理指標は。
・関係人口を増やすため、どのような取り組みを行っているか。
・情報発信により、移住等で直接人口増につながった事例は。
・バーチャル町民制度を導入する考えは。

◎ゼロカーボンシティ宣言について 
・2050年を目標としているが、何をもって達成としているか、具体的な指標は。
・目標達成に向けて実施する具体的な施策は。
 
 
◎新型コロナワクチン接種について 
・新型コロナワクチンの町民の接種状況は。
・接種しない主な理由をどのように考えているか。
・新型コロナワクチンに関し、注意事項も含めどのような情報提供が国からあっ
　たか。

◎消費者政策について 
・インターネットを活用して情報収集をしている人とそうでない人との情報格差
　が大きい。町民を詐欺被害や健康被害から守るために、インターネットからも
　多角的に情報を入手できるように消費者政策を強化する考えは。

ページ 

９

10

11

※一般質問は、制限時間50分、通告内容を１件ずつ発言して順番に質疑応答をしていく「一問一答方式」です。

開催日　令和４年７月５日㈫
案　件　学校訪問（七戸中学校・七戸小学校・城南小学校）

　今年度は、七戸地区の小中学校の訪問でした。各校とも、教室や
廊下が、児童生徒の絵や作品であふれていました。七戸小学校につ
いては、今年度、グラウンド改修が予定されており、その説明も受
けました。各校長からは、学校の経営方針や特に力を入れている重
点事項や目標についても確認できました。今後、当委員会では、学
校生活における安全や学力向上等に取り組んでいきます。 

文教厚生常任委員長　岡 村　茂 雄 

文教厚生常任委員会  学校訪問 
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教育長 

一
般
質
問 

                                    

    

議
　
員 

　
町
の
感
染
者
数
は
。 

町
　
長

　
県
の
公
表
基
準
に
よ
り
公
表

さ
れ
て
い
る
、
当
町
の
５
月
18

日
か
ら
24
日
ま
で
の
新
規
陽
性

者
数
は
、
１
人
か
ら
10
人
で
す
。

以
前
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
も

あ
り
、
新
規
陽
性
者
数
が
多
く

確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
少
な
い
状
況
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
小
中
学
校
で
学
級
閉
鎖
や
休

校
し
た
話
を
聞
く
が
、
休
校
措

置
の
影
響
や
対
策
は
。 

教
育
長

　
こ
れ
ま
で
の
休
校
措
置
や
学

年
閉
鎖
で
は
、
学
習
の
遅
れ
、

学
校
行
事
の
中
止
や
延
期
、
保

護
者
が
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
の
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
学
習
の
遅
れ
に
つ
い

て
は
、
休
校
や
学
年
閉
鎖
期
間

の
授
業
時
間
数
を
確
保
す
る
た

め
、
平
日
の
授
業
時
間
を
増
や

し
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

に
お
い
て
、
休
校
や
学
年
閉
鎖

の
措
置
を
取
っ
た
場
合
に
は
、

長
期
休
業
期
間
に
出
校
日
を
設

け
る
な
ど
の
対
応
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

議
　
員 

　
町
の
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接

種
者
数
は
。

町
　
長

　
５
月
23
日
現
在
、
３
回
目
の

接
種
者
は
、
高
齢
者
５
４
９
４

人
で
84
・
76
％
、
一
般
は
４
９

８
５
人
で
58
・
02
％
、
全
体
で

１
万
４
７
９
人
で
69
・
52
％
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
こ
れ
か
ら
の
感
染
対
策
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
か
。 

町
　
長

　
今
後
も
引
き
続
き
、
新
規
感

染
者
発
生
状
況
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
内
の
公
共
的

施
設
や
観
光
施
設
の
利
用
、
イ

ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の

開
催
に
あ
っ
て
は
、
青
森
県
危

機
対
策
本
部
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
基
本
と
し
、
徹
底
し
た
感
染

対
策
を
的
確
、
か
つ
迅
速
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�    

議
　
員 

　
町
で
は
数
年
前
か
ら
野
菜
生

産
力
対
策
向
上
５
カ
年
計
画
と

い
う
も
の
を
作
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
取
り
組
み
の
効
果

は
。

町
　
長

　
平
成
28
年
３
月
に
七
戸
町
野

菜
生
産
力
向
上
５
カ
年
計
画
を

策
定
し
、
令
和
２
年
ま
で
に
延

べ
１
７
７
経
営
体
に
補
助
金
を

交
付
。
ま
た
、
令
和
３
年
３
月

に
は
新
た
に
、
七
戸
町
農
業
振

興
５
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
種

子
や
資
材
、
農
業
用
機
械
等
の

購
入
へ
の
補
助
金
を
拡
大
し
、

事
業
継
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
け
る
農
業
者
の
減
少

が
著
し
い
中
で
、
野
菜
の
作
付

面
積
が
微
減
で
推
移
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の

取
り
組
み
は
、
十
分
に
成
果
が

出
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
今
後
の
課
題
は
。

町
　
長

　
平
成
27
年
と
比
べ
、
農
業
経

営
体
数
は
20
％
減
、
作
付
面
積

は
５
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
担
い
手
農
家
の
労
働

力
不
足
と
高
齢
化
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
深
刻
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
安
定

も
課
題
の
一
つ
で
、
稲
作
中
心

の
作
付
か
ら
高
収
益
野
菜
を
交

え
た
複
合
経
営
の
転
換
も
、
引

き
続
き
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
七
戸
産
野
菜
の
販
路
拡
大
に

ど
う
取
り
組
む
か
。

町
　
長

　
全
国
規
模
で
展
開
し
て
い
る

両
農
協
を
主
軸
に
、
今
後
も
販

売
促
進
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
野
菜
の
安
定
的
な
供
給
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

町
　
長

　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
生
産
面
に
お
け

る
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

議
　
員 

　
町
の
利
用
者
と
対
象
者
数
は
。

町
　
長

　
成
年
後
見
人
制
度
対
象
者
で

す
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現

在
、
１
４
８
０
人
、
内
訳
は
、

認
知
症
高
齢
者
１
２
０
１
人
、

愛
護
手
帳
所
持
者
１
４
１
人
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
が

１
３
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
利
用
者
は
、
令
和
３
年
８

月
31
日
現
在
、
家
庭
裁
判
所
の

報
告
で
は
45
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

議
　
員 

　
成
年
後
見
人
を
養
成
、
支
援

す
る
研
修
等
を
実
施
す
る
考
え

は
。 

町
　
長

　
町
で
は
、
平
成
29
年
、
30
年

の
２
カ
年
に
わ
た
り
、
市
民
後

見
人
養
成
研
修
を
開
催
し
、
研

修
を
修
了
し
た
５
名
が
市
民
後

見
人
候
補
者
と
し
て
名
簿
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
名
簿

登
録
さ
れ
て
い
る
市
民
後
見
人

候
補
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

佐々木寿夫 議員 
小中学校で学級閉鎖や休校したようだが 
休校措置の影響や対策は 
　 

学習の遅れについては、平日の授業時間を増やし対応 

今後、長期休業期間に出校日を設けるなどの対応も考

えられます 

成
年
後
見
人
制
度 

利
用
支
援
事
業
に
つ
い
て 

野
菜
生
産
力
向
上 

対
策
事
業
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
に
つ
い
て 
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亡
く
な
る
人
の
増
加
と
、
転

入
者
よ
り
転
出
者
が
多
い
転
出

超
過
と
い
う
形
で
人
口
減
少
し

て
い
る
が
、
若
い
世
代
の
転
出

者
が
特
に
多
い
。
こ
れ
は
若
い

世
代
が
希
望
す
る
仕
事
が
少
な

い
こ
と
や
給
料
が
安
い
こ
と
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
人
口
減
少
や
産
業
振
興

は
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
で
す
。
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
よ
る
人
材
確
保
は
、

地
域
間
の
競
合
で
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
定
住
対
策
を
最
優
先
す
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

       

    

議
　
員 

　
生
ま
れ
る
子
供
よ
り
、
転
出

超
過
数
が
多
い
が
、
若
い
世
代

の
減
少
が
加
速
し
て
い
る
の
で
は
。 

町
　
長

　
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
に
よ

る
当
町
の
人
口
減
少
率
は
、
平

成
27
年
と
比
較
し
て
７
・
３
％

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
人
口
の
転
出
者
１
１
３
６
人

に
占
め
る
、
15
歳
か
ら
29
歳
ま

で
の
割
合
が
45
％
で
、
若
い
世

代
が
転
出
し
て
い
る
比
率
が
、

非
常
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
、
婚
姻

年
齢
の
高
齢
化
に
よ
る
、
出
生

者
数
の
減
少
に
加
え
、
こ
の
年

代
は
、
進
学
や
就
職
を
迎
え
る

時
期
で
あ
り
、
進
学
に
伴
う
転

出
は
、
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
卒
業
後

の
、
Ｕ
タ
ー
ン
率
が
低
い
と
い

う
こ
と
と
、
就
業
を
目
的
と
し

た
転
出
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

非
常
に
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
町
外
で
様
々
な
知
識
を

吸
収
し
た
若
い
世
代
が
、
当
町

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
働
く
た
め
の

仕
事
、
雇
用
の
創
出
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員 

　
若
い
世
代
が
流
出
す
る
要
因

と
し
て
、
求
職
と
求
人
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
。 

町
　
長

　
青
森
労
働
局
が
公
表
し
た
、

令
和
４
年
３
月
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
職
業
紹
介
状
況

に
よ
る
と
、
県
内
求
人
数
に
対

す
る
内
定
率
は
、
全
職
業
の
合

計
で
30
％
で
あ
る
も
の
の
、
当

町
を
含
む
、
野
辺
地
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
管
内
で
は
、
今
春
、
高
校

を
卒
業
し
た
就
職
希
望
者
、
全

員
の
就
職
が
内
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
規
高
卒
者
は
、
求

人
数
が
求
職
者
数
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
事
業
所
の
求
人
は
、
県

内
の
状
況
と
同
様
、
建
設
、
販

売
、
介
護
を
中
心
と
し
た
求
人

は
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
状

は
人
材
の
充
足
が
か
な
わ
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
所
得
や
労
働
条
件
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
課
題
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
商
工
会
な

ど
と
連
携
し
、
状
況
を
把
握
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

    

議
　
員 

　
地
元
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

町
　
長

　
農
業
へ
の
支
援
で
は
、
遊
休

農
地
の
集
約
を
進
め
な
が
ら
、

経
営
規
模
に
応
じ
て
各
農
家
の

設
備
や
資
材
、
種
子
の
購
入
に

係
る
補
助
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
安
定
し
た
経
営
を
図

れ
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
企
業

立
地
奨
励
金
や
創
業
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
事
業
、
産
業
活
性

化
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
産
業

の
振
興
と
育
成
を
図
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
開
設
し

た
、﹁
七
戸
公
営
　
柏
葉
塾
﹂
で

は
、
町
内
事
業
者
や
農
業
者
を

講
師
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

実
施
、
さ
ら
に
は
本
年
度
か
ら

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
新

規
学
校
卒
業
者
や
転
入
者
が
町

内
外
の
事
業
所
に
就
職
し
た
場

合
に
交
付
す
る
、
移
住
就
職
奨

励
金
制
度
、
町
奨
学
金
の
返
済

を
支
援
す
る
、
奨
学
金
返
済
支

援
事
業
な
ど
を
複
合
的
に
実
施

し
な
が
ら
、
雇
用
創
出
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員

　
定
住
対
策
を
総
合
戦
略
の
重

要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ

し
て
、
関
係
機
関
を
は
じ
め
、

農
業
や
商
工
業
、
専
門
分
野
に

携
わ
る
人
な
ど
に
よ
る
、
官
民

の
協
働
体
制
を
構
築
し
、
実
践

的
な
対
策
を
検
討
し
た
ほ
う
が
、

定
住
対
策
の
効
果
が
上
が
る
と

考
え
る
が
。 

町
　
長

　
町
で
は
、
総
合
戦
略
の
策
定

及
び
効
果
検
証
す
る
機
関
と
し

て
総
合
戦
略
審
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、

産
業
界
、
行
政
機
関
、
教
育
機

関
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
町
内
外
の
機

関
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
総
合

戦
略
策
定
後
も
年
１
回
会
議
を

開
催
し
、
地
方
創
生
に
関
す
る

事
業
の
推
進
と
効
果
検
証
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
の

委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
に
精
通
し
て
い
る
方
々
で
す

の
で
、
今
後
は
よ
り
具
体
の
提

案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
官
民

協
働
に
よ
る
地
方
創
生
、
最
終

的
に
は
、
定
住
促
進
と
い
っ
た

も
の
に
つ
な
げ
る
よ
う
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡村　茂雄 議員 
若い世代の減少が加速 
官民協働体制を構築し、定住対策を 

 

知識を吸収した若い世代の、Ｕターン後の職場、 
雇用の創出は、喫緊の課題 
 

定
住
対
策
に
つ
い
て 

町長 

一
般
質
問 
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町長 

一
般
質
問 

町
営
住
宅
の 管

理
に
つ
い
て 

                                    

    

議
　
員 

　
令
和
元
年
か
ら
３
年
ま
で
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
利
用
者
数
は
。 

町
　
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
合
わ
せ
た
利
用
者

数
は
、
令
和
元
年
度
３
万
９
５

３
４
人
、
令
和
２
年
度
３
万
４

８
９
人
、
令
和
３
年
度
２
万
５

９
８
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
町
民
の
た
め

に
運
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
ら

ば
、
利
用
者
に
対
し
て
細
や
か

に
配
慮
さ
れ
た
停
留
所
の
設
置

を
す
る
考
え
は
。 

町
　
長

　
停
留
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
利
用
者
か

ら
直
接
要
望
を
聞
き
取
り
す
る

な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
を
配

慮
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
運
行
ダ
イ
ヤ
に
関
し
て
、
利

用
者
や
地
域
住
民
か
ら
意
見
を

聞
く
た
め
の
懇
談
会
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
て
意
見
を
聞

き
、
要
望
等
の
検
討
や
対
策
を

講
じ
る
考
え
は
。 

町
　
長

　
現
在
の
運
行
は
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
中
学
、
高
校
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
ゆ
う
ず
ら
ん
ど
の
利
用

者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
を
基

に
改
正
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

不
特
定
多
数
の
町
民
を
参
集
し

て
の
懇
談
会
は
開
催
し
て
い
ま

せ
ん
。

 

議
　
員 

　
町
民
の
足
と
し
て
、
と
て
も

重
要
な
バ
ス
運
行
事
業
で
あ
る

が
、
年
間
の
運
営
経
費
は
。 

町
　
長

　
令
和
３
年
度
実
績
で
、
運
行

業
務
委
託
料
の
ほ
か
に
、
バ
ス

７
台
の
車
検
費
用
、
修
繕
料
、

総
額
３
６
２
５
万
８
０
３
８
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
車
両
更
新
と
し
て
、
令
和

元
年
度
に
小
型
バ
ス
を
７
１
３

万
９
０
０
０
円
、
令
和
２
年
度

に
中
型
バ
ス
を
２
１
９
８
万
円

で
購
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

車
両
更
新
は
、
令
和
７
年
度
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
バ
ス
運
行
事
業
の
充
実
は
、

高
齢
者
の
免
許
返
納
に
も
つ
な

が
り
、
安
心
し
て
不
自
由
な
く

生
活
が
で
き
、
交
通
事
故
等
の

減
少
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

町
独
自
の
安
全
・
安
心
な
環
境

に
取
り
組
む
考
え
は
。 

町
　
長

　
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

自
動
車
を
運
転
し
な
い
高
齢
者

に
と
っ
て
は
、
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
不
便
な
く
安
心
し
て
利

用
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
の
利
用

状
況
を
よ
く
観
察
し
た
う
え
、

要
望
等
に
十
分
配
慮
し
、
停
留

所
の
設
置
や
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど

の
利
用
環
境
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
利
用
者
の
利
便
性
を
図
り
、

既
存
の
運
行
業
務
を
維
持
・
管

理
し
な
が
ら
、
一
部
の
コ
ー
ス

を
テ
ス
ト
的
に
専
門
の
技
術
的

知
識
や
経
験
豊
富
で
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
業
者
に
委
託
す
る
考

え
は
。 

町
　
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
病

院
、
買
物
、
風
呂
の
時
間
に
十

分
配
慮
し
て
決
定
し
、
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
運
行
し
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
で
、
目
的
別

に
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
業
者
に

委
託
す
る
運
行
方
法
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

 

議
　
員 

　
事
業
の
継
続
に
は
改
善
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
運
営
経
費
が

か
か
り
ま
す
。
転
換
の
検
討
時

期
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
講
じ
る
考
え
か
。 

町
　
長

　
現
状
の
利
用
者
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
状
況
を
見
る
と
、

効
率
的
な
運
営
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
然
、
事
業
内
容
も
見

直
す
時
期
で
あ
る
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
効
率
的
な
運

営
を
目
的
と
し
て
、
路
線
数
や

車
両
の
大
き
さ
な
ど
を
検
証
し
、

改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

議
　
員 

　
令
和
４
年
４
月
末
現
在
、
町

で
管
理
し
て
い
る
住
宅
の
軒
数

と
入
居
数
は
。 

町
　
長

　
令
和
４
年
４
月
末
現
在
、
町

営
住
宅
は
17
団
地
、
管
理
戸
数

２
５
８
戸
、
入
居
戸
数
２
２
３

戸
、
空
き
戸
数
35
戸
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
町
は
、
災
害
や
緊
急
時
等
に

備
え
、
利
用
す
る
住
居
の
み
を

管
理
し
、
ほ
か
の
住
宅
に
関
し

て
は
、
不
動
産
関
係
の
業
者
を

指
定
し
、
管
理
権
限
を
代
行
さ

せ
、
入
居
か
ら
転
居
ま
で
の
業

務
を
指
定
管
理
者
制
度
と
す
る

考
え
は
。 

町
　
長

　
県
内
で
は
、
管
理
戸
数
が
２

０
０
０
戸
を
超
え
る
県
営
住
宅
、

青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
の

市
営
住
宅
が
指
定
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

当
町
職
員
で
管
理
及
び
対
応
が

可
能
な
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
指

定
管
理
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

向中野幸八 議員 
コミュニティバスやシャトルバスの 
運行について、転換の検討時期では 
 

利用者数が大幅に減少している状況を見ると、効率

的な運営をしていかなければならないと考える 

当然、事業内容も見直す時期であるとも考えている 

公
共
バ
ス 

運
行
事
業
に
つ
い
て 
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議
　
員 

　
家
族
旅
行
村
及
び
森
林
公
園

は
、
町
外
か
ら
も
利
用
者
が
や

っ
て
き
ま
す
。
近
年
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ブ
ー
ム
で
、
今
後
も
来
訪

者
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
利
用
者
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。 

町
　
長

　
家
族
旅
行
村
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
、
施
設
利
用
料
が
発
生

す
る
場
合
や
予
約
が
必
要
な
場

合
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い

ま
す
。
入
場
・
入
村
フ
リ
ー
の

花
見
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
の
日

帰
り
客
に
つ
い
て
は
、
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。
森
林
公
園
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

議
　
員 

　
火
災
、
水
の
事
故
、
斜
面
の

崩
落
、
立
木
の
落
木
、
建
物
の

老
朽
化
な
ど
に
よ
る
倒
壊
、
野

生
生
物
の
出
没
な
ど
、
安
全
上

の
問
題
点
、
危
険
個
所
の
把
握
、

そ
れ
に
対
す
る
注
意
喚
起
は
。 

町
　
長

　
悪
天
候
に
伴
う
警
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
、
回
復
後
に
施
設

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

シ
ー
ズ
ン
初
め
や
環
境
整
備
の

際
、
危
険
個
所
等
の
確
認
や
、

奥
ま
っ
た
遊
歩
道
は
、
熊
の
爪

痕
が
な
い
か
な
ど
も
確
認
は
し

て
お
り
ま
す
。

 

議
　
員 

　
確
認
や
注
意
喚
起
を
行
っ
て

も
、
災
害
は
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
連
絡
、
通
報
、

避
難
等
の
手
順
や
周
知
方
法
は

整
っ
て
い
る
か
。 

町
　
長

　
家
族
旅
行
村
は
、
非
常
時
の

連
絡
、
通
報
、
避
難
に
つ
い
て

は
、
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
説
明
や
表
示
な
ど
、
一

目
で
分
か
る
よ
う
な
状
況
に
な

い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

改
善
の
指
示
を
し
ま
し
た
。
森

林
公
園
は
、
現
場
に
管
理
人
が

い
な
い
た
め
、
連
絡
先
を
看
板

で
表
示
し
て
い
ま
す
。

議
　
員 

　
今
後
の
利
用
者
の
増
加
も
見

据
え
る
と
、
利
用
者
に
対
し
て

安
全
上
の
観
点
か
ら
、
申
し
込

み
を
し
た
う
え
、
利
用
規
約
を

遵
守
し
て
も
ら
う
と
い
う
制
約

を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。 

町
　
長

　
家
族
旅
行
村
で
は
、
受
付
で

注
意
書
き
を
配
布
、
観
光
情
報

サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
ま
す
。
森

林
公
園
で
は
、
立
入
禁
止
区
域

の
ロ
ー
プ
張
り
な
ど
、
適
切
に

対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
掲
示
物
や
看
板
な
ど
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
う
こ
と
も
方

法
も
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�

議
　
員 

　
関
係
人
口
ま
た
は
交
流
人
口

を
増
や
す
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
関
す
る
何
ら
か
の
管
理
指

標
は
あ
る
か
。 

町
　
長

　
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た

﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

第
２
期
七
戸
町
総
合
戦
略
﹂
の

新
た
な
視
点
と
し
て
、
関
係
人

口
の
創
出
、
拡
大
を
目
指
す
と

こ
ろ
で
す
が
、
直
接
的
に
関
係

人
口
を
管
理
す
る
指
標
は
設
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

 

議
　
員 

　
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
、
関

係
人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
は
。 

町
　
長

　
残
念
な
が
ら
こ
こ
２
年
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
、

積
極
的
に
町
外
か
ら
人
を
呼
び

込
む
イ
ベ
ン
ト
は
実
施
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
し
た
新
し
い
生
活
様

式
の
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

を
開
催
し
な
が
ら
、
町
の
資
産

を
活
用
し
た
関
係
人
口
の
創
出
、

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

議
　
員 

　
関
係
人
口
は
、
直
接
の
住
民

増
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
移
住

の
き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が

あ
っ
た
か
。 

町
　
長

　
具
体
的
に
、
い
く
ら
と
い
う

の
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

転
入
・
転
出
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
際
、
﹁
町
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
誌
で
支
援

事
業
を
知
っ
た
﹂
と
答
え
た
方

が
13
％
あ
り
ま
し
た
。

議
　
員 

　
バ
ー
チ
ャ
ル
町
民
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
先
進
的
な
取
り
組
み
を
参
考

と
し
な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

� 

議
　
員 

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
の
目
標

が
２
０
５
０
年
、
何
を
も
っ
て

目
標
達
成
し
た
と
す
る
か
。 

町
　
長

　
平
成
30
年
の
産
業
、
家
庭
、

自
動
車
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
が
16

万
３
６
０
０
ト
ン
と
算
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

 

議
　
員 

　
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
実

施
す
る
具
体
的
な
施
策
は
。

町
　
長

　
今
年
度
策
定
す
る
﹁
七
戸
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
﹂
の
中
で
、

施
策
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

山本　泰二 議員 
2050年目標のゼロカーボン 
何をもって目標達成とするか 
　 

平成30年の温室効果ガス総排出量が 

16万3,600トンと算出されている 

これを実質ゼロにすることを目標とする 

町
有
施
設
の 

安
全
管
理
に
つ
い
て 

七
戸
町
の 

関
係
人
口
に
つ
い
て 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ 

宣
言
に
つ
い
て 

町長 

一
般
質
問 
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議
　
員 

　
当
町
の
18
歳
以
上
と
12
歳
か

ら
17
歳
ま
で
、
５
歳
か
ら
11
歳

ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
接
種
回
数
ご
と
の
人
口
比

の
割
合
は
。 

町
　
長

　
５
月
23
日
現
在
の
人
口
比
割

合
、
18
歳
以
上
の
１
回
目
の
接

種
率
89
・
４
％
、
２
回
目
89
・
１

％
、
３
回
目
75
・
４
％
。
12
歳

か
ら
17
歳
ま
で
は
、
１
回
目
89

・
８
％
、
２
回
目
89
・
１
％
、
３

回
目
19
・
２
％
。
５
歳
か
ら
11

歳
ま
で
は
、
１
回
目
88
・
０
％
、

２
回
目
２
・
９
％
で
す
。

              

議
　
員 

　
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
接
種

を
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
か
。

町
　
長

　
今
回
の
予
防
接
種
は
、
努
力

義
務
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、

強
制
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
、

本
人
が
納
得
し
た
う
え
で
接
種

を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
接
種
を
し
て
い
な
い

方
に
対
し
、
聞
き
取
り
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
理
由

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

議
　
員 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関

し
、
注
意
事
項
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
情
報
提
供
が
国
か
ら
あ

っ
た
か
。 

○
２
社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

　
ン
に
関
し
、
町
民
に
ど
の
よ

　
う
な
情
報
提
供
が
な
さ
れ
た

　
か
。 

○
妊
婦
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る

　
場
合
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
説

　
明
や
情
報
提
供
が
、
国
か
ら

　
あ
っ
た
か
。

町
　
長

　
①
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

象
者
に
、
接
種
券
に
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
２

社
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
副

反
応
の
安
全
性
、
発
症
予
防
効

果
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
②
国
か
ら
は
特
に
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

 

議
　
員 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
死
亡
し

た
場
合
、
国
が
補
償
金
を
支
払

う
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
情
報
提
供
が
な
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
原
因

で
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
場

合
、
そ
の
遺
族
は
ど
こ
に
相
談
、

申
請
す
れ
ば
よ
い
か
。 

町
　
長

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
国

の
救
済
制
度
で
あ
る
、
予
防
接

種
健
康
被
害
救
済
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

や
申
請
に
必
要
と
な
る
手
続
き

な
ど
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
町

村
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 
議
　
員 

　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
に
つ
い
て
、
国
か
ら
は
ど

の
よ
う
な
説
明
、
情
報
提
供
が

あ
っ
た
か
。 

町
　
長

　
国
か
ら
は
、
16
歳
と
17
歳
を

対
象
と
し
た
研
究
結
果
に
お
い

て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流
行
期
に

２
回
目
接
種
後
は
、
未
接
種
の

方
と
比
べ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
よ
う
な
症
状
に
よ
る
救
急

外
来
の
受
診
を
34
％
減
少
、
３

回
目
接
種
後
は
、
同
様
の
救
急

外
来
の
受
診
を
81
％
減
少
さ
せ

る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
情
報

が
あ
り
ま
し
た
。

�

議
　
員 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、
情
報
収
集
し
て
い
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
と
の
情
報
格
差

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
町
民

を
詐
欺
被
害
や
健
康
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
も
多
角
的
に
情
報
を
入

手
で
き
る
よ
う
に
消
費
者
政
策

を
強
化
す
る
考
え
に
つ
い
て
。 

○
高
齢
者
世
帯
が
詐
欺
に
狙
わ

　
れ
る
事
件
が
多
く
聞
か
れ
る
。

　
町
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し

　
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ

　
て
い
る
か
。 

町
　
長

　
町
で
は
、
七
戸
町
相
談
窓
口

紹
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し
、

民
生
・
児
童
委
員
、
保
健
協
力

員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
行
政
相
談

員
な
ど
と
連
携
し
、
高
齢
者
の

相
談
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

成
員
が
注
意
喚
起
を
強
化
、
今

後
も
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
﹁
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
広

報
﹂
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
防
災

無
線
や
公
式
ラ
イ
ン
で
注
意
喚

起
す
る
な
ど
、
未
然
防
止
に
努

め
ま
す
。

 

議
　
員 

○
町
の
将
来
を
考
え
、
的
確
な

　
判
断
を
し
て
い
く
う
え
で
、

　
情
報
収
集
と
分
析
は
重
要
だ

　
と
考
え
る
が
、
そ
れ
ら
を
強

　
化
し
て
い
く
考
え
は
。 

町
　
長

　
町
で
は
、
総
務
省
が
推
進
す

る
﹁
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の

目
指
す
、
役
場
の
変
革
の
た
め

の
前
段
と
し
て
、
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町

民
の
皆
様
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

習
得
サ
ポ
ー
ト
等
が
必
要
に
な

る
と
考
え
、
ス
マ
ホ
の
使
い
方

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
習
得
等
、
情
報

格
差
是
正
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

哘　　清悦 議員 
３回目のワクチン接種の効果について 
国からの説明や情報提供は 
 

16歳と17歳を対象とした研究結果において 

未接種者と比べ、新型コロナ感染症のような

症状による救急外来の受診が81％減少 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

接
種
に
つ
い
て 

消
費
者
政
策
に
つ
い
て 
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
５
月
16
日

　
案
　
件
　
①
令
和
４
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
６
月
定
例
会
の
各
課
懸
案
事
項

　
内
　
容
　
①
・
②
事
務
事
業
計
画
及
び
懸
案
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
５
月
17
日

　
案
　
件
　
①
令
和
４
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
６
月
定
例
会
の
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
③
滞
納
状
況
︵
建
設
課
・
上
下
水
道
課
︶

　
内
　
容
　
①
・
②
事
務
事
業
計
画
及
び
懸
案
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。
　

　
　
　
　
　
③
滞
納
状
況
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
長
及
び
上
下

　
　
　
　
　
水
道
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
５
月
18
日

　
案
　
件
　
①
令
和
４
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
６
月
定
例
会
の
各
課
懸
案
事
項

　
内
　
容
　
①
・
②
事
務
事
業
計
画
及
び
懸
案
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
開
催
日
　
令
和
４
年
７
月
５
日

　
案
　
件
　
①
学
校
訪
問
︵
七
戸
中
学
校
・
七
戸
小
学
校
・
城

　
　
　
　
　
南
小
学
校
︶

　
内
　
容
　
６
頁
参
照

　
◎
議
会
運
営
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
５
月
20
日

　
案
　
件
　
①
６
月
定
例
会
の
会
期
日
程
等
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
・
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
課
長
及
び
財
政
課

　
　
　
　
　
　
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説
明
を
受
け
審
査
し
た
。

　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
通
告
書
に
つ
い
て
、
５
名
の
質
問
内

　
　
　
　
　
　
容
等
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　
・
陳
情
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
陳
情
３
件
を

　
　
　
　
　
　
資
料
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
・
会
期
に
つ
い
て
、
日
程
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　
・
議
員
派
遣
に
つ
い
て
、
県
町
村
議
会
議
長
会
主

　
　
　
　
　
　
催
の
議
員
研
修
会
に
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
開
催
日
　
令
和
４
年
６
月
１
日

　
案
　
件
　
①
一
般
質
問
の
件
に
つ
い
て

　
開
催
日
　
令
和
４
年
６
月
７
日

　
案
　
件
　
①
議
案
の
追
加
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
︵
２
件
︶

　
　
　
　
　
・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　
内
　
容
　
①
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
追
加
議
案
の
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
、
追
加
日
程
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
６
月
１
日

　
案
　
件
　
①
議
員
定
数
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
七
戸
町
の
現
状
に
見
合
っ
た
議
員
定
数
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
調
査
検
討
し
た
が
結
論
に
達
せ
ず
、
継
続
審
査
と

　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　

                                   

           

　
こ
の
と
こ
ろ
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
る
事
態
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
戦
争
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

異
常
気
象
に
食
糧
危
機
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
。
当
た
り
前
だ
と

考
え
て
き
た
こ
と
が
実
は
そ
う

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

気
が
付
か
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
悲

観
的
に
な
ら
ず
に
前
向
き
に
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
前
向
き
に
な
ら
ず
に
、

ほ
か
の
人
を
明
る
く
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
議
会
だ
よ
り

で
も
、
少
し
で
も
明
る
い
話
題

が
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　(

山
本)

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

委

員

長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
　
員
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
　
　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　
　
　
　
　
向
中
野
　
幸
　
八

　
　
　
　
　
中
　
野
　
正
　
章

編

集

後

記

 

町村議会広報研修会 
 
 

町村議会広報研修会 
期　日　５月25日㈬　青森県労働福祉会館
演　題　「住民に読まれ議会活動が伝わる
　　　　　　　　〜議会広報の基本と編集〜」
講　師　議会広報サポーター　芳�野　政�明��氏

　講師の芳野氏は、議会広報研修会の講師活動や全
国町村議会広報表彰審査委員を務めており、講演で
は「かたい、わかりづらい、読む気がしない、と言
われ続けてきた議会だよりのイメージをいかに払拭
するか。読みたくなる、わかりやすい、身近に役立
つ紙面づくりをとおして、議会の存在感を高めてい
くことに貢献しなければ
ならない」と。
　また、「議会だよりが目
に見えて変わると『議会
が変わった』サイン」と
力強く話されていました。

委 

員 

会 

の 

動 

き

委 

員 

会 

の 

動 

き
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